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　“オモケンパーク”は、上通アーケードの中腹に位置し、青空
を望むことができるポケットパークである。熊本地震で被災す
る以前、ここにはテナントビルが存在していた。地震からの再
構にあたり、復興チームは、これまでの歴史、これからの時代、
人と人のつながりなど、熊本の風土を総合的に勘案し、苦慮
の結果“上通りの縁側”として開放的な空間を生み出した。
　風雨にさらされることなく往来できる利便性、快適性を持つ
アーケードに対し、陽の光や風を感じる“オモケンパーク”は、
異質な空間とも言える。しかし、快適性の追求や郷土を想う姿
勢は共通しており、熊本市の繁華街を代表するアーケードの
今後のあり方や景観のあり方などに一石を投じるものである。
　ここでは、従来とは異なるまちの賑わいや人々の交流が創
出されており、今後どのように発展していくのか、期待をもっ
て見守りたい場所である。

[ 審査委員　丸山　幸 ]

　地獄温泉 清風荘は、湯治場として江戸時代から継承され、
その温泉施設の一つが「すずめの湯」である。施設内の一部
分を評価することは、くまもと景観賞の選定においては少な
い事例であるが、2016年の熊本地震、程なくして豪雨によ
る土砂災害と甚大な被害を受け、全館完成はまだ先である
ことから、再開へ踏み出した今年度に選定することが相応し
いであろうと評価に至った。
 敷地に入って見渡すとRC造でありながら木材を巧みに利
用したことにより温かみを感じる二棟の脱衣所が目に留ま
る。その二棟は中央の建造物を支える形で配置されてい
た。当時の技術と現代の技術を混在させながら安全、快適
を備えることは容易なことではないだろう。また、これから
歴史、人、文化、自然を活用し時を積み重ね、新たな活気あ
る情景へと繋がっていくことだろう。

[ 審査委員　太田　リカ ]
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